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第41回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会のご案内
テーマ：糖尿病領域のプレコンセプションケアを考える

会期：2025 年 10 月 24 日（金）・25 日（土）　　会場：砂防会館（東京都千代田区）

　第 41 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会まで、残
すところ数日となりました。今回は、国立成育医療研究
センター母性内科の荒田尚子が担当いたします。会期は
2025 年 10 月 24 日（金）・25 日（土）、会場は東京都千代
田区平河町、東京メトロ永田町駅至近の砂防会館でござ
います。第 37 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会（会
長：和栗雅子・大阪母子医療センター母性内科主任部
長）以来、母性内科として 2 回目
の担当となり、身の引き締まる思い
でございます。テーマは「糖尿病
領域のプレコンセプションケアを考
える」といたしました。2 日目の午
前には、シンポジウム「プレコンセ
プションケアを糖尿病をもつすべて
の女性に：啓発から制度設計まで」
を予定しております。さらに同日午
後には、初の試みとして、全 10 講
座からなる「糖尿病プレコンセプ
ションケア教育セミナー」を開催
し、糖尿病領域のプレコンセプショ

ンケアを包括的に学ぶ場へと発展させていきたいと考え
ております。学会員のみならず、糖尿病診療にかかわる
医師・メディカルスタッフの皆さまの幅広いご参加をお
待ちしております。
　私どもは 2015 年よりDREAMBee 研究の事務局を務め
ております。今回は、特別企画フォーラム「DREAMBee
の 10 年後を描く：学会主導レジストリの進化と挑戦」
を開催いたします。登録開始から 10 年を迎えるにあた
り、これまでを振り返りつつ、本レジストリから得られ
た日本の糖代謝異常合併妊娠に関するエビデンスを臨床
現場でいかに生かすかを検討し、課題を整理しながら、
次のステージに向けた登録研究のあり方を考える機会と
したいと存じます。また、妊娠初期の耐糖能異常への向
き合い方や、母児のヘルシーライフサイクルを主題とし
た活発な議論も期待しております。

　本年次学術集会には、産婦人科、
糖尿病内科、新生児科、小児科の
医師に加え、助産師、看護師、管
理栄養士など多職種・多診療科の
皆さま、さらには学生の皆さまにも
ご参加いただく予定です。教育講
演および一部のシンポジウムはオン
デマンド配信もご用意しております
が、より魅力的な学びと交流の場と
するため、ぜひ会場でのご参加を
お願い申し上げます。多くの皆さま
とお目にかかれますことを、心より
楽しみにしております。
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第42回
日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会のご案内

テーマ：やせと肥満と糖代謝 〜母と子の未来のために〜

海外関連学会開催日程
ISPAD’s 51st Annual Conference
2025年11月5日（水）～ 8日（土）
会　場：モントリオール（カナダ）
公式ホームページ：https://2025.ispad.org

SMFM 2026 Pregnancy Meeting
2026年2月8日（日）〜 13日（金）
会　場：ラスベガス（アメリカ）
公式ホームページ：�https://www.smfm.org/events/2026-pregnancy-

meeting

19th European Diabetes 
and Endocrinology Congress
2026年3月9日（月）・10日（火）
会　場：ロンドン（イギリス）
公式ホームページ：https://europe.endocrineconferences.com/

19th International Conference 
on Advanced Technologies 
and Treatments for Diabetes (ATTD 2026)
2026年3月11日（水）〜 14日（土）
会　場：バルセロナ（スペイン）
公式ホームページ：https://attd.kenes.com/

Pediatric Endocrine Society (PES) Annual Meeting
2026年4月30日（木）〜 5月3日（日）
会　場：サンフランシスコ（アメリカ）
公式ホームページ：�https://pedsendo.org/education-events/pes-

2025-annual-meeting/

会期：2026 年 11 月 13 日（金）・14 日（土）　　会場：岡山コンベンションセンター（岡山市）

　第 42 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会は、岡
山大学学術研究院医歯薬学域 産科・婦人科学の増山寿
が担当させていただきます。会期は 2026 年 11 月 13 日

（金）・14 日（土）、会場は JR 岡山駅に隣接する岡山コン
ベンションセンターです。当教室においては、2005 年に
第 21 回年次学術集会を平松祐司先生（本学会第 3 代理
事長）が主催して以来、実に 21 年ぶり 2 度目の開催と
なります。このような歴史ある学会を再び岡山でお迎え
できることを大変光栄に存じますとともに、その責任の
重さを痛切に感じております。
　私たちの教室ではこれまで、妊娠糖尿病や妊娠高血圧
症候群をはじめとする周産期合併症について、基礎・臨
床の両面から、また社会的視点も取り入れた研究やプロ
ジェクトに継続的に取り組んでまいりました。こうした

流れを踏まえ、本学術集会のテーマを「やせと肥満と糖
代謝 〜母と子の未来のために〜」とさせていただきまし
た。
「やせ」「肥満」「糖代謝異常」をキーワードに、近年

注目を集める GLP-1 受容体作動薬などの新たな治療薬
にも焦点を当て、プレコンセプションケアから妊娠・出
産、更年期以降、さらには次世代まで視野を広げた包括
的な医療のあり方について、多職種の皆様と議論・共有
できる場を目指しております。基礎研究・臨床研究の最
新知見を持ち寄り、母と子の未来の健康をともに考える
機会としたいと願っております。
　本学術集会には、産婦人科、糖尿病内科、新生児科、
小児科の医師に加え、助産師、看護師、管理栄養士など、
さまざまな職種・診療科の皆様にご参加いただいており
ます。本学術集会の最大の使命は、そうした多様な領域
の皆様が一堂に会し、語り合い、学び合える場を創出
することだと考えております。
　会場の随所で熱い議論が交わされ、和やかな交流が
広がる、そんな学術集会を目指し、教室員一同、心を込
めて準備を進めてまいります。多くの皆様からの演題応
募をお待ちしております。そして、ぜひ岡山の地でお目
にかかれますことを、心より楽しみにしております。

第 42 回日本糖尿病・妊娠学会
年次学術集会長

増山　寿
岡山大学学術研究院
医歯薬学域 産科・婦人科学
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書・籍・紹・介

　近年、胎児の性別が妊娠予後に影響を与える可能性が注目

されています。Broere-Brown らは 2020 年、約 1250 万人

の単胎妊婦を対象としたメタアナリシスを実施し、男児妊娠

では妊娠高血圧腎症（OR: 1.07）や妊娠糖尿病（GDM）（OR: 

1.04）のリスクが上昇することを報告しました 1）。

　さらに 2025 年には、GDM 妊婦における胎児性別と新生

児アウトカムの関連を調査した初の大規模メタアナリシスが

Maghalian らにより報告されました 2）。この研究では 19 論

文、約 71 万人の新生児データが解析され、男児では在胎不

当過大児（LGA）、新生児低血糖、NICU 入院率がいずれも

「男児」はハイリスク？
妊娠糖尿病妊婦における胎児の性別と
新生児転帰の関連

有意に高いことが示されました。対照的に、女児ではこれら

のリスクが相対的に低い傾向にありました。

　こうした性差の背景には、①男児が分泌する性ホルモンや

成長因子（例：テストステロン、IGF）によって母体のイン

スリン感受性が低下すること、②男児の胎盤では炎症性サ

イトカインの産生が高くインスリン抵抗性を亢進させる可能

性、③男児胎盤は成長志向が強く栄養需要が大きいため、母

体への代謝的負荷が増すことなどが考えられています。実際、

男児妊娠では妊娠中期からインスリン抵抗性が高くなる傾向

が報告されています。

　著者らは、GDM 妊婦の管理において「胎児の性別」もリ

スク評価の一因ととらえるべきと述べており、とくに男児を

妊娠している症例では、胎児モニタリングや新生児管理の強

化が求められる可能性を示唆しています。

文献
1）Broere-Brown ZA, et al.: Fetal sex and maternal pregnancy outcomes: 

a systematic review and meta-analysis. Biol Sex Differ, 11: 26, 2020 
2）Maghalian M, et al.: Impact of fetal sex on neonatal outcomes in women 

with gestational diabetes mellitus: a systematic review and meta-
analysis. BMC Pregnancy Childbirth, 25: 110, 2025

竹田　善治 
総合母子保健センター
愛育病院産婦人科

　日本糖尿病・妊娠学会による『妊婦の糖代謝異常：診療・管理マニュアル』（第 4 版）が刊
行されました。2015 年の初版刊行以来、多職種によるチーム医療の共有ツールとして広く活用
されてきましたが、今回の第 4 版では従来の CQ 形式を刷新し、臨床現場での思考と検証を支
える構成へと大きく進化しました。
　妊娠中の糖代謝異常のスクリーニングから診断、血糖管理、薬物療法、栄養・運動指導、分
娩管理、産後のフォローアップ、さらには将来の母体の糖尿病発症予防に至るまで、診療の全
ステージをカバー。糖代謝異常妊娠に携わるすべての医療者 ―産科医、糖尿病専門医、内科
医、小児科医、助産師、看護師、管理栄養士など― にとって、診療現場での疑問や課題に応
える実用的な手引きです。
　RCT の制約を抱える周産期医療においても、近年多くの新たな知見とエビデンスが登場して
おり、本書はそれらを臨床論理とともに提示する構成としています。中核をなす妊娠から産後
までのさまざまな臨床課題についての最新のエビデンスとともに、「総論：疫学と病態」「プレ
コンセプション・ケア」「分娩後の支援とフォローアップ」など新たな章を加え、「糖尿病網膜症」
や「スティグマ（stigma）」といった重要トピックも網羅し最新の国際的潮流にも配慮しました。
　最新ガイドラインや知見を反映した本書は、見やすい構成と豊富な図表・フローチャートと
ともに周産期医療における糖代謝管理の“今”を凝縮した決定版です。AI 時代において、わ
れわれ医療者に求められるのは思考と共感。本書はその両輪を鍛える一冊として、チーム医
療に携わるすべての職種に役立つ実践的ガイドです。

（文責：安日一郎　国立病院機構長崎医療センター産婦人科）

思考と共感を磨く一冊：

『妊婦の糖代謝異常：診療・管理マニュアル』（第 4 版）
一般社団法人日本糖尿病・妊娠学会 編／発行：株式会社メジカルビュー社
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TEXTBOOK OF DIABETES AND PREGNANCY FOURTH  
EDITION
編集： Hod M, Melamed N, Di Renzo GC, et al.

出版社：CRC Press

　本書は「糖尿病と妊娠」の分野で唯一、書名を「Textbook

（教科書）」とする本ではないでしょうか。イスラエルの

Moshe Hod 先生らを中心に執筆され、2003 年に第 1 版が

出版されました。その後、2008 年に第 2 版、2016 年に第

3 版が、そして本年 1 月、9 年ぶりに第 4 版が発刊されま

した。本書は、糖尿病合併妊娠の歴史から始まり、妊娠糖尿

病の疫学・病因・診断、妊娠中の管理として食事療法、イン

スリン療法、インスリン療法以外の薬物療法、そして非侵襲

的グルコースモニタリング、closed-loop insulin delivery ま

「TEXTBOOK OF DIABETES AND 
PREGNANCY FOURTH EDITION」
が出版されました

で、糖尿病と妊娠に関する最新の情報が 52 項目、400 ペー

ジに渡り詳説されています。

　第 3 版から第 4 版にかけて新たに追加された項目として

は、妊娠糖尿病の予測と予防に関する項目「Prediction and 

prevention of gestational diabetes」があり、とくに「Inositols 

and prevention of gestational diabetes」では妊娠中のミオ

イノシトール補充が妊娠糖尿病や妊娠高血圧の発生を減少さ

せる可能性が示されています。

　また、わが国でも問題となっている挙児希望のある肥満

女性への GLP-1 受容体作動薬投与に関する項目「The role 

of glucagon-like peptide-1 (GLP-1) in women with obesity 

planning pregnancy」が追加されました。GLP-1 受容体作動

薬投与による体重減少、それによる妊娠合併症の減少、血糖

コントロールの改善や妊娠糖尿病の発症抑制、妊孕性の改善、

そして心血管疾患のリスク低下が期待されますが、その安全

性や有効性にはさらなる検討が必要です。

　さらに、妊娠の前後にも着目しており、挙児希望のある糖

尿病合併女性のプレコンセプションケア「Periconceptional 

assessment in diabetic women planning pregnancy」、 そ し

て母体と児の産後長期的なケア「Postpartum management; 

mother and offspring」についての項目も加わりました。

　昨今の円安により洋書の値段は驚くほど高くなりました

が、「妊娠と糖尿病」について包括的に学ぶことができる「教

科書」です。

柳澤　慶香 
聖マリアンナ医科大学
代謝・内分泌内科

国内関連学会開催日程
第40回日本糖尿病合併症学会
2025年11月14日（金）・15日（土）
会　長：植木　浩二郎（�国立国際医療研究センター病院　糖尿病研究

センター）
会　場：�都市センターホテル
公式ホームページ：https://jsdc.jp/sessions/index.html

第39回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会
テーマ：�臨床と研究の架け橋～ translational research ～
2026年2月13日（金）・14日（土）
会　長：成瀬　桂子（愛知学院大学歯学部　内科学講座　主任教授）
会　場：ウインクあいち（愛知県産業労働センター）5F　小ホール①②
公式ホームページ：https://jsedo39.com/

第60回糖尿病学の進歩
テーマ：広がる関心領域
2026年 3月27日（金）・28日（土）
世話人：石垣　泰（�岩手医科大学医学部内科学講座　糖尿病・代謝・

内分泌内科分野）
会　場：�盛岡市民文化ホール、いわて県民情報交流センター、ホテル

メトロポリタン盛岡本館
公式ホームページ：https://site.convention.co.jp/60shimpo/

第69回日本糖尿病学会年次学術集会／
第18回アジア糖尿病学会学術集会（AASD2026）共催
テーマ：IMAGINE いのち輝く　糖尿病の医療・医学を共に目指して
2026年5月21日（木）～ 23日（土）
併催学術集会2026年5月21日（木）・22日（金）
会　長：下村　伊一郎（�大阪大学大学院医学系研究科　内分泌・代謝

内科学　教授）
会　場：�大阪国際会議場、リーガロイヤルホテル大阪　ヴィニェット 

コレクション
公式ホームページ：https://site.convention.co.jp/69jds/

第62回日本周産期・新生児医学会学術集会
テーマ：�周産期医療の未来を展望する
2026年7月12日（日）～ 14日（火）
会　長：関沢　明彦（昭和医科大学医学部　産婦人科学講座　教授）
会　場：パシフィコ横浜　会議センター
公式ホームページ：https://www.congre.co.jp/jspnm2026/
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